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平成 22 年 9 月 第 5 号 

３ページ  取材ノート「前立腺がんの検査」 

      泌尿器科 教授 藤目 真 

     ・院内がん登録 2008 報告 第 1回 

４ページ 「旬の食材」 栄養部 高橋 徳江

・質問コーナー 

・編集後記 

目次
表紙   「胃がんの手術治療」 

食道･胃外科 准教授 岩沼 佳見 

２ページ 「化学療法室のお話」 

化学療法室長 小松 則夫 

     ・がん治療センターからのお知らせ 

「
胃
が
ん
の
手
術
治
療
」 

食
道･

胃
外
科 

准
教
授 

岩
沼 

佳
見 

胃
が
ん
の
手
術
と
は 

胃
手
術
後
の
経
過 

 

こ
れ
を
お
読
み
に
な
っ
て
い
る
方
の
中
に
は
、

ご
自
身
あ
る
い
は
身
近
な
方
が
胃
の
手
術
を
受

け
ら
れ
た
、
あ
る
い
は
こ
れ
か
ら
受
け
ら
れ
る

方
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
と
思
い
ま
す
。
今
回
は

胃
の
手
術
に
関
す
る
お
話
で
す
。 

   

胃
が
ん
の
治
療
の
た
め
に
は
胃
の
壁
を
広
く

取
り
除
く
こ
と
と
同
時
に
、
胃
の
周
り
に
あ
る

リ
ン
パ
を
取
り
除
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
こ
れ

は
胃
が
ん
の
細
胞
が
胃
壁
の
中
に
広
が
っ
て
い

る
場
合
や
、
胃
の
周
り
に
あ
る
リ
ン
パ
へ
転
移

し
て
い
る
こ
と
が
あ
る
か
ら
で
す
。
こ
の
た
め
、

目
で
見
え
る
病
気
の
範
囲
以
上
の
胃
と
周
り
の

組
織
を
切
除
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
近
年

は
麻
酔
技
術
の
発
達
や
胃
の
切
除
範
囲
を
で
き

る
限
り
縮
小
す
る
方
法
、
腹
腔
鏡
を
利
用
し
て

体
表
面
の
創
（
き
ず
）
を
な
る
べ
く
小
さ
く
す

る
方
法
が
進
み
、
患
者
さ
ん
の
負
担
軽
減
に
つ

な
が
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
病
気
を
取
り
除
く

と
い
う
基
本
方
針
《
根
治
切
除
》
が
大
切
で
あ

る
こ
と
に
は
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。 

   

胃
切
除
後
の
最
も
大
き
な
身
体
の
変
化
は
、

食
物
の
貯
留
部
が
少
な
く
な
る
こ
と
で
す
。
一

度
に
沢
山
の
食
事
は
と
れ
ま
せ
ん
が
、
飲
み
込

ん
だ
食
物
は
こ
れ
ま
で
通
り
消
化
吸
収
す
る
こ

と
が
可
能
で
す
。
初
め
の
頃
は
身
体
も
驚
い
て

食
後
に
様
々
な
反
応
を
起
こ
し
ま
す
が
、
六
ヶ

月
も
経
ち
ま
す
と
次
第
に
慣
れ
て
き
ま
す
。
皆

さ
ん
一
年
が
過
ぎ
た
頃
に
は
大
分
楽
に
な
ら
れ

る
よ
う
で
す
。
腸
の
つ
な
ぎ
方
も
時
代
と
共
に

変
化
し
て
い
ま
す
が
、
平
成
二
十
二
年
七
月
の

「
日
本
消
化
器
外
科
学
会
総
会
」
で
発
表
さ
れ

た
多
施
設
共
同
の
検
討
結
果
で
は
、
従
来
の
方

法
《B

i
l
l
ro
th
 I

法
》
が
最
近
の
方
法
《R

o
u
x
-Y

法
》
と
比
較
し
て
不
利
で
は
な
い
と
報
告
さ
れ

て
い
ま
す
。
以
前
に
手
術
を
受
け
ら
れ
た
方
も

古
い
方
式
と
心
配
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

がん治療センター 
ニューズレター 

順天堂大学医学部附属順天堂医院 



 
2 

 

「
化
学
療
法
室
に
つ
い
て
」

 
化
学
療
法
室
長 

小
松 

則
夫 

今
年
四
月
か
ら
高
橋
和
久
呼
吸

器
内
科
教
授
の
後
任
と
し
て
化
学

療
法
室
長
に
就
任
し
ま
し
た
血
液

内
科
の
小
松
則
夫
と
申
し
ま
す
。

ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

専
門
は
血
液
悪
性
腫
瘍
の
化
学
療

法
で
、「
名
医
が
す
す
め
る
最
高
の

が
ん
の
名
医
五
五
〇
人
」
（
講
談

社
）
に
名
前
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま

す
。
血
液
内
科
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
t
t
p
:
//
ww
w
.
ju
n
te
n
do-
h
e
ma

t
o
l
og
y
.o
r
g/

）
も
ぜ
ひ
ご
覧
に
な

っ
て
く
だ
さ
い
。 

 

さ
て
順
天
堂
医
院
は
平
成
十
五

年
に
化
学
療
法
室
を
開
設
し
、
現

在
月
約
七
百
人
を
超
え
る
患
者
さ

ん
に
化
学
療
法
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。
患
者
さ
ん
に
少
し
で
も
安
全
、

安
心
し
て
治
療
を
受
け
て
い
た
だ

け
る
よ
う
に
、
抗
が
ん
剤
の
安
全

管
理
と
治
療
内
容
（
レ
ジ
メ
ン
）

管
理
を
厳
格
に
行
っ
て
い
ま
す
。

レ
ジ
メ
ン
は
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ

い
た
も
の
を
採
用
し
、
化
学
療
法

レ
ジ
メ
ン
審
査
委
員
会
（
杉
本
耕

一
委
員
長
）
で
厳
し
い
審
査
が
行

わ
れ
、
認
可
さ
れ
た
レ
ジ
メ
ン
の

み
が
使
用
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
抗
が
ん
剤
の
投
与
量
を
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
上
で
入
力
を
す
る

際
に
、
最
大
量
以
上
の
入
力
が
出

来
な
い
よ
う
に
安
全
に
配
慮
し
た

設
定
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

今
年
四
月
か
ら
順
天
堂
医
院
は

地
域
が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院
に

指
定
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
化
学

療
法
室
の
役
割
は
益
々
重
要
に
な

っ
て
き
て
い
ま
す
。
多
く
の
患
者

さ
ん
か
ら
信
頼
さ
れ
る
順
天
堂
医

院
化
学
療
法
室
を
引
き
続
き
運
営

し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

運
営
に
関
す
る
忌
憚
の
な
い
ご
意

見
、
ご
助
言
を
遠
慮
な
く
お
寄
せ

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
切
に
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。 

が
ん
治
療
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

 

・
第
六
回
市
民
公
開
講
座 

 

「
高
度
が
ん
治
療
を
目
指
し
て
」 

講
演
１
「
胃
の
臨
床
解
剖
と
胃
癌
手
術
」 

食
道･

胃
外
科 

教
授 

梶
山 

美
明 

講
演
２
「
放
射
線
治
療
の
最
新
技
術 

 

〜
放
射
線
治
療
は
怖
く
な
い
？
！
」 

先
端
放
射
線
治
療
・
医
学
物
理
学 

助
教 

 

医
学
物
理
士 

小
澤 

修
一 

場
所
：
順
天
堂
大
学 

有
山
登
記
念
館
講
堂 

日
時
：
十
二
月
十
八
日
（
土
） 

午
後
二
時
〜
四
時 

 

・
が
ん
茶
論 

患
者
さ
ん
や
ご
家
族
と
医
療
者
が
自
由
に
語
ら
い
、 

話
し
合
う
場
で
す
。
（
定
員
は
三
十
名
） 

場
所
：
三
号
館
二
階
が
ん
治
療
セ
ン
タ
ー 

 

時
間
：
午
後
一
時
三
十
分
〜
三
時
三
十
分 

＊
十
月
二
日
（
土
）、
十
六
日
（
土
） 

＊
十
一
月
六
日
（
土
） 

＊
十
二
月
四
日
（
土
） 

 

・
ミ
ニ
レ
ク
チ
ャ
ー 

患
者
さ
ん
向
け
の
レ
ク
チ
ャ
ー
で
す
。 

場
所
：
三
号
館
二
階
が
ん
治
療
セ
ン
タ
ー 

 
時
間
：
午
前
十
時
〜
十
一
時
三
十
分 

＊
十
月
二
十
三
日
（
土
） 

＊
十
一
月
二
十
七
日
（
土
） 

＊
十
二
月
二
十
五
日
（
土
） 

化学療法室のスタッフです。

各種パンフレットあります！ 

がん治療センターには、がん情報に関する冊子が多数用意してあります。皆さんがお

探しの情報が見つかるかもしれません。お持ち帰りいただける資料もございますので、

３号館２階のがん治療センターへどうぞお気軽にお立ち寄りください。 
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取
材
ノ
ー
ト
「
前
立
腺
が
ん
の
検
査
」

 
 
 

泌
尿
器
科 

教
授 

藤
目 

真 
国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
か

ら
発
表
さ
れ
た
最
新
の
が
ん
統

計
に
よ
る
と
、
男
性
の
が
ん
の

罹
患
数
で
は
、
胃
、
大
腸
（
結

腸
と
直
腸
を
含
む
）、
肺
に
続
き
、

前
立
腺
が
四
番
目
と
な
っ
て
い

ま
す
。
今
回
は
前
立
腺
が
ん
の

検
査
に
つ
い
て
泌
尿
器
科
教
授

の
藤
目
先
生
に
お
話
を
伺
い
ま

し
た
。 

 が
ん
治
療
セ
ン
タ
ー
担
当
者
（
以

下
が
ん
治
）：
最
近
、
前
立
腺
が

ん
の
患
者
数
が
多
く
な
っ
て
き

て
い
ま
す
が
、
前
立
腺
が
ん
の

検
査
は
ど
の
よ
う
に
行
う
の
で

す
か
？ 

藤
目
：
以
前
は
（
一
九
九
〇
年
以

前
）
は
早
期
の
前
立
腺
が
ん
が
見
つ

か
る
と
い
う
こ
と
は
殆
ど
な
か
っ

た
の
で
す
が
、
近
年
で
は
検
査
の
技

術
が
大
き
く
進
歩
し
、
早
期
発
見
が

可
能
に
な
り
ま
し
た
。
一
般
的
に

は
、
ま
ず
血
液
検
査
を
行
な
い

ま
す
。
前
立
腺
か
ら
分
泌
さ
れ
る

P
S
A

（
ピ
ー
エ
ス
エ
ー
）
と
い
う
物

質
の
血
液
中
の
濃
度
を
測
定
し
、
値

が
基
準
値
よ
り
も
高
け
れ
ば
前
立

腺
の
が
ん
が
疑
わ
れ
ま
す
。
次
の
段

階
と
し
て
は
、
直
腸
診
（
肛
門
か
ら

指
を
入
れ
て
、
前
立
腺
の
表
面
を
触

る
検
査
）
を
実
施
し
ま
す
。
さ
ら
に

検
査
が
必
要
だ
と
判
断
さ
れ
た
場

合
は
、
生
検
（
前
立
腺
に
針
を
刺
し
、

組
織
を
採
取
し
顕
微
鏡
で
検
査
す

る
）
を
行
い
ま
す
。
た
だ
し
、
生
検

は
数
日
間
の
入
院
が
必
要
で
す
し
、

痛
み
を
伴
い
ま
す
の
で
、
本
当
に
必

要
だ
と
判
断
さ
れ
た
場
合
の
み
実

施
し
ま
す
。 

が
ん
治
：
前
立
腺
が
ん
の
症
状

に
は
ど
う
い
っ
た
も
の
が
あ
り

ま
す
か
？ 

 

藤
目
：
初
期
の
前
立
腺
が
ん
に

は
自
覚
症
状
が
な
く
、
見
つ
け

る
に
は

PSA

検
査
以
外
に
方
法

が
あ
り
ま
せ
ん
。
心
配
な
方
は
、

P
S
A

検
査
を
受
け
ら
れ
る
こ
と

を
お
勧
め
し
ま
す
。 

が
ん
治
：
ど
う
も
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。 

（
担
当
：
冨
宇
賀
・
小
澤
） 

藤
目 

真
（
ふ
じ
め 

ま
こ
と
） 

昭
和
四
十
九
年
東
京
大
学
医
学
部
卒
業

後
、
東
京
大
学
病
院
、
米
国
マ
サ
チ
ュ
ー

セ
ッ
ツ
総
合
病
院
な
ど
を
経
て
、
昭
和
六

十
一
年
順
天
堂
順
天
堂
大
学
医
学
部
泌

尿
器
科
へ
入
局
。
平
成
五
年
よ
り
現
職
。 

院内がん登録 2008 報告  －第１回－  
2008 年に当院を初診されたがんの患者さんは 3,066 名でした。2008 年
には順天堂大学 6病院のうち 5病院でがんの診療をしておりますが、順
天堂大学を訪れた初診のがん患者さんは全体で 6,560 名でした。大学
病院としては最も多くのがん患者さんを診療した施設の一つです。 
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旬の食材      栄養部  高橋 徳江 

果物を毎日とると、肺がん、胃がん、食道がんなどの多くのがん発症リスクを下げることが 

明らかにされています。生活習慣病予防と明日の健康づくりのためにも、ビタミンやミネラルが 

豊富な果物を１日 200ｇとるようにしましょう。今が旬の果物をご紹介します。 

❖かき・・  みかんの約２倍に相当するビタミンＣを含みます。カロテノイドの一種で 

強力な抗がん作用を持つβ-クリプトキサンチンを含み、 

ビタミンＣとの相乗効果によるがん予防効果も注目されています。 

❖いちじく・・ ビタミンＥ、カリウム、カルシウムなどが含まれ、食物繊維の一種である 

水溶性のペクチンも豊富です。香り成分であるベンズアルデヒドや 

色素成分のアントシアニンには、がんを抑制する働きがあります。 

❖ぶどう・・ ブドウ糖や果糖が主成分ですばやくエネルギーに代謝されるため、即効性の 

疲労回復効果があります。 抗酸化作用の高いポリフェノールも豊富です。 

❖なし・・ 抗酸化作用の高いリンゴ酸やクエン酸など多種類の酸を含みます。 

疲労回復、消化促進、便秘の予防や改善、整腸作用などに効果的です。 

最
近
、
私
が
担
当
し
て
い
る
講
義
に
参

加
し
て
い
る
学
生
が
提
出
し
た
レ
ポ
ー

ト
の
中
に
「
（
人
生
で
は
）
出
会
う
べ
き

時
に
、
出
会
う
べ
き
人
に
出
会
う
よ
う

に
な
っ
て
い
る
」
と
い
う
一
節
が
あ
り

ま
し
た
。
日
々
の
業
務
に
追
わ
れ
、
自

分
が
何
を
し
て
い
る
の
か
考
え
る
こ
と

す
ら
忘
れ
て
い
る
自
分
に
と
っ
て
、
こ

の
言
葉
は
、
何
だ
か
す
ご
く
気
持
ち
良

く
感
じ
ま
し
た
。
そ
れ
と
同
時
に
、
人

間
っ
て
結
局
は
自
分
ら
し
く
生
き
る
し

か
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し

た
。
想
像
で
き
な
い
こ
と
は
達
成
し
よ

う
が
な
い
け
れ
ど
、
想
像
で
き
る
こ
と

は
、
努
力
し
続
け
れ
ば
き
っ
と
実
現
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。
何
を

想
像
し
、
そ
れ
に
向
か
っ
て
ど
う
努
力

す
る
か
が
、
そ
の
人
の
個
性
で
あ
り
、

「
自
分
ら
し
さ
」
の
よ
う
な
気
が
し
ま

す
。
真
面
目
に
自
分
ら
し
く
生
き
て
行

き
た
い
と
思
う
今
日
こ
の
頃
で
す
。 

編
集
担
当
・
小
澤 

修
一 

が
ん
治
療
セ
ン
タ
ー
ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー 

成
二
十
二
年
九
月 

第
五
号 

創
刊
：
平
成
二
十
一
年
五
月
（
年
三
回
発
行
） 

発
行
元
：
順
天
堂
医
院 

が
ん
治
療
セ
ン
タ
ー 

住
所
：
東
京
都
文
京
区
本
郷
三
‐
一
‐
三 

電
話
番
号
＆
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
： 

〇
三
‐
五
八
〇
二
‐
八
一
九
六 

Ｅ
メ
ー
ル
： 

c
a
n
ce
r
@
ju
n
te
n
d
o
.
ac
.j
p
 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
： 

h
t
t
p
:
/
/w
w
w.
j
un
t
e
n
d
o.
a

c
.
j
p/
h
o
s
p
it
a
l/ 
c
a
n
c
er
/
in
d
ex
.
h
t
m
l
 

 

編
集
後
記 

（第5回市民公開講座の質疑応答より） 

Ｑ：大腸がんの治療を受けているのですが、腫瘍マーカーが上がってきた場合、その治療は効果がないと

いうことでしょうか？ 

Ａ：血液中の腫瘍マーカーの値はがん細胞の数だけでなく，がん細胞での産生量やがん組織から血液への

移行量など様々な要因の影響を受けています。腫瘍マーカーの上昇は要注意所見ではありますが，治療の

有効性自体の直接指標ではありません。画像診断などを併せた総合的な判定が必要です。 

（回答者：臨床検査医学 助教 三宅 一徳 ）
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